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1 は じ め に

春先の桑園管理は,作業を短期間に集中的に行う必要が

ある。

b 殺虫効果 :5月 19日 に,各処理区中央畦の30株

について,生存成虫数を見取り調査 した。

表 1 クワヒメゾウムシ潜伏成虫に対する混用液の殺

虫効果 (水沢市岩手蚕試構内露地)
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注 各薬剤の散布量 (混用液102,規模 la当 たり)

ガットキラー乳剤50倍 :200m′ ,ス ミチオン乳剤500

倍 :20",マ シン油乳剤10倍 :1,000ン ,ゲザガー

ド水和剤400倍 :258,ス タム乳剤100倍 :100m′
,

アージラン液剤150倍  67m′

3 試験結果及び考察

ところが,労力の不足などによって管理の行き届かない  (D 混用液の殺虫効果試験

例が多く,こ のことが,生産性低 下の一要因となっている。   枯死株内に生息しているクワヒメゾウムン潜伏成虫に対

そこで,こ の時期の桑園管理作業の合理化・ 省力化を図  する防除効果は,ガ ットキラー乳剤に数種の除草剤を混用

るため,で きるだけ安価で,桑同で一般的に使用されてい  した場合,散布 7日 後には全ての処理区で死虫率が100%

る農薬
1)を選抜し,ク ワヒメゾウムンと畑地の一年生雑草  になり,単剤使用と同等の高い殺虫効果が得られた 俵 1)。

を対象にして害虫と雑草の同時防除について検討した結果,   スミチオン乳剤 +マ シン油乳剤に数種の除草剤を混用 し

効果が認められたのでその概要を報告する。        た場合,散布 7日 後ではまだ効果が不十分な処理LXも みら

れたが,10日 後にはすべての処理区で死虫率が80%を越え
,

2試 験 方 法
高い殺虫効果が得られた。

0)ク ワヒメゾウムシ潜伏成虫に対する混用液の殺虫効

果試験

1)混用液散布期日:1995年 4月 11日

2)試験区 :1995年 4月 5日 に大東町大原の現地桑園

より,ク ワヒメゾウムシ成虫が潜伏 している枯死株を採取

し,蚕試構内 (水沢)の地下室に保存したものを野外に取

り出して,玉縄で各区12本ずつ結んで吊るし,試験区とし

た。

3)散布量 :各区102の混用液をつくり,株からした

たり落ちる程度 (約 12)散布した。

に)調査方法 :散布7日 後に枯死株の皮層組織を削り

取り,潜伏しているクヮヒメゾウムシ成虫を生死別に調査

した。生存虫はシャーレに入れ,室温で保護し,さ らに 3

日後に死虫率を調査した。

2)殺虫剤・ 除車剤混用液散布の現地実証試験

1)混用液散布期日 :1995年 4月 27日 (桑の脱包前)。

2)供試桑園・品種 :大東町大原雪洞の現地桑園,改

良鼠返,植付10年 目,高根刈仕立,春切。

3)試験規模 :1畦35株 ×3畦 ‐105株 (1処理区)。

1処理区各混用液102を小型電池式噴霧器で散布 (10a

当たり100′ 相当量)し た。

4)調査方法

a 除草効果 :5月 11日 に,各処理区中央畦の10株

目と20株目を中心とした 1ずについてすべての雑草を抜き

とり,そ の重量を測定した。

処  理  区 櫛後の 成  虫 生存 死蝉 補 正

殺虫剤 除草剤 腿日数 計 虫率
1∞%
100

％∞

∞

　

００

∞

％３０

”

　

万

為

００

００

　

ｍ

８０

００

００

　

８４

８４

０

０

　

‐５

‐５

３

８３

　

８６

∞

“

“

　

８９

００

３

３

　

５

鍛
６
　
１０
０

7

10

7

10

7

10

7

10

-239-



東 北 農 業 研 究 第 49号  (1996)

0 現地実証試験

除草効果では,ゲザガード水和剤十スタム乳剤に数種の

殺虫剤を混用 しても,混用 しないで用いた場合とはぼ同等

の効果が得られた。混用する殺虫剤の種類は,ス ミチオン

乳剤+マ シン油乳剤との混用が,ガ ットキラー乳剤との混

用より効果が勝った。

また,ア ージラン液剤の混用使用は効果が劣ったが, こ

れは供試圃場の雑草の種類も影響 していたと考える。

殺虫効果では,ガ ットキラー乳剤,あ るいは,ス ミチオ

ン乳剤+マ シン油乳剤に数種の除草剤を混用 しても,混用

しないで用いた場合と同等の高い殺虫効果が得られた。

表2 殺虫剤・除草剤混用液散布の現地実証
(大東町大原現地桑園)

剤+ス タム乳剤には,ス ミチオン乳剤+マ シン油乳剤との

混用が,ガ ットキラー乳剤との混用より高い除草効果が得

られた。

したがって,防除効果及び経費の両面から,ス ミチオン

乳剤+マ シン油乳剤+ゲザガード水和剤+ス タム乳剤の4

種混用が有効と考える。

しかし,DCPA剤であるスタム乳剤は,有機 リン剤で

あるスミチオン乳剤との混用で雑草の保持するDCPA分
解酵素を阻害して除草効果が高まるの一方,桑への影響 も

懸念されるので,使用に当たっては春先の桑の脱芭前に限

定し,散布量を厳守する等,十分な注意が必要である。

4 ま と め

春先の桑園管理作業の合理化・省力化を図るため,で き

るだけ安価な農薬を選抜 し,ク ワヒメゾウムンと畑地の一

年生雑草を対象にして,害虫と雑草の同時防除について検

討 した結果,殺虫剤としてはスミチオン乳剤+マ シン油乳

剤の混用液,除草剤としてはゲザガード水和剤+ス タム乳

剤の混用液という4種混用液で高い防除効果が認められた。
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表3 薬剤費 (桑の脱芭前散布除草剤)

(1998年度市販価格表より試算)

ガットキラ鴎 ァヵン1鵬

ガ,ト キラ船 ゲ
'ガ

ド

硼書+
スタム‖期倍

スミチオン船  ゲザガ :鶴
+マシン油Ю倍  +スタムlm倍

スミチオ肥  ―
+マシ珈船

―   ゲずガーⅧ
+スタム10倍

―  アジラ柵

l  189

0 1∞

1 田9

薬剤名   包装 価格 靡 W鳥露
備 考

3∞ g l,070円  250g  892円 2,972円

5011υ l,140   1″  2,080 *(100)

1′   1,680    800m′   1,344   2,544

100 8    400    3oOg   l,200     ( 86)注 1)散布時期の主な雑草 (観察):ハ コベ,ハ ルタ
デなどの一年生雑草

2)A:各 処理区中央畦の10株日,BI各処理区中
央畦の20株目

3)各薬剤の散布量 (混用液102,規模 la当たり)

:表 1の注に同じ

3)経費

今回の同時防除に当たっては,できるだけ安価という点

に着目して薬剤を選抜 した。

同時防除で効果の高かったゲザガード水和剤+ス タム乳

剤の100で 当たり混用液価格は,除草効果がある他の薬剤

価格と比べても,安価であることがわかる (表 3)。

以上のことから,害虫と雑草の同時防除において,殺虫

剤のガットキラー乳剤,あ るいはスミチオン乳剤 +マ シン

油乳剤に数種の除草剤を混用 しても,どちらも高い殺虫効

果が得られたが,除草効果を考えた場合,ゲザガード水和

ゲザガード水和剤
+ス タム乳剤

プリグ,ッ クスL液剤
+ンマツン榊剤

マイゼット液剤
+ンマツン水和剤

パスタ脚
+ンマジン榊剤

ハーど―液剤
+シマツン水和剤

7-ジラン液剤

サポーヽ水和剤

1″ 1,680

1∞ g  4111

500ω 2,980

1008  400

750m″  2,900

100g    400

800" 1,344 2,544
300 g l,200  (86)

300皿′  1,758   2,958

300 g   l,200     (100)

500m′  1,933   3,133

300 g   l,200     (105)

500膨 1,480  666υ  l,971 1,971 単剤使用

(66)

5008 2,430  7508 3,“ 5 3,“5  ″

(123)

注 表中 ()内の数字は、ゲザガー ド水和剤 +ス タム

乳剤の混用液の100′ 当たりの価格を100と した指数
を示す。

1,lm ,0 810 %  19 42

14  410 騒   20  15  16

210  20  2饉  17   7  10

12101,1201,1“  99 10 18
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